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事業概要

1. 期間
開始 ：２０２１年４月
終了（予定）：２０２３年３月

2.最終目標
DRM（ドライリフォーミング）根留触媒・合金系水素分離膜・一酸化炭素不均化触媒からなる
「反応場分離型水素製造システム」の設計と構築、および、同システムによるメタン・二酸化炭素
混合ガスからの１００ ℓ／時＜燃料電池グレード水素の連続製造とマスフローマッチングの達成。

3.成果・進捗概要

大型水素製造システムによる水素製造高効率水素分離DRM根留触媒量産 ラボサイズ水素製造システム光触媒DRM
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メタン活性化→炭素捕集→
水素膜分離抽出一気通貫kg級アトマイジング

高圧光セル



１．事業の位置付け・必要性

炭素性状制御不能

炭素性状制御可能
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2 ．研究開発マネジメントについて
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３．研究開発成果について DRM根留触媒量産
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３．研究開発成果について 光触媒DRM
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３．研究開発成果について

原料ガス中の
水素分流 70%以上の

分離効率

原料(H2:35%)ガス流量100ℓ／時

70%以上の分離効率で大気圧の水素ガスを得るのに

必要なV-10%Fe合金膜(厚さ0.1mm)の枚数:

φ90mm：２枚 or φ60mm：４枚

原料ガス流量を増やすと...

透過水素流量は増えるが、分離効率が悪化。

オフガス

原料ガス 水素ガス

水素分離
デバイス

水素分離効率
70%

高効率水素分離

✓ 高圧下(>1MPa) でも水素分離性能を維持
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３．研究開発成果について ラボサイズ水素製造システム

CH4 ＋ CO2 総流量～１０ ℓ／時
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メタン活性化→炭素捕集→水素膜分離抽出一気通貫



３．研究開発成果について
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大型水素製造システムによる水素製造

CH4 ＋ CO2 総流量～１００ ℓ／時
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メタン活性化→水素膜分離抽出→大容量水素製造



４．今後の見通しについて

NEDO先導研究（2021ー2023）により
DRM触媒の大容量化、およびDRM触媒×
水素分離膜×CO不均化・炭素捕集触媒の
ハイブリッド化とマスフローマッチングを
達成。これを踏まえ、ガス循環式CO2

フリー水素製造システムの設計・構築と
社会実装（国内展開～2030頃；海外展開～
2040頃）を果たす。
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４．今後の見通しについて
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